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○第６０回卒業証書授与式を終えて 

校庭の木々にもやわらかな芽吹きが見られ、日差しの中に春

の気配を感じる頃となりました。３月６日、多くのご来賓の皆

様、そして多数の保護者の皆様のご臨席を賜り、山川中学校第

６０回卒業証書授与式を挙行いたしました。 

 本年度は５９名の卒業生が本校を巣立ちました。卒業証書を受け取る姿は凛としており、

３年間の中学校生活の積み重ねと、９年間の義務教育を修了した誇りが感じられました。そ

の表情には、これからの歩みへの決意と希望がにじんでいました。 

 私が卒業生と過ごした時間は１年間と短いものでしたが、この間、卒業生は最高学年とし

て学校を力強く支えてくれました。新入生を迎える準備に率先して取り組む姿、山中祭でそ

れぞれの「好き」や「得意」を生かして学校を盛り上げた姿、生徒会を中心に掲げた「一日

一善」のもと、安心して過ごせる学校づくりに努めた姿。その一つ一つが、山川中学校の伝

統をより豊かなものにしてくれました。 

 

 式辞では、卒業生に二つのことを伝えました。 

 一つ目は、本校の校訓「自律・親和・創造」をこれからも心のよりどころとしてほしいと

いうことです。校訓は、人生という航路を進むための羅針盤のような存在です。自分の意思

で判断し、他者と協働し、よりよい未来を切り拓こうとする姿勢が、迷いの中でも進むべき

方向を示してくれることでしょう。 

 

 二つ目は、自分の才能を信じ、大切に育ててほしいということです。才能は特別な人だけ

のものではありません。「好き」や「夢中」の中にある小さな芽を見つけ、それを伸ばして

いくことが、自分らしい人生へとつながります。 

 

 変化の大きい時代ではありますが、志をもち、周囲の人を思いや

る心を忘れなければ、未来は必ず拓けます。卒業生が山川中学校で

の学びを胸に、それぞれの道を力強く歩んでいくことを心から願っ

ています。 

 

 これまで本校の教育活動を温かく支えてくださった保護者の皆様、地域の皆様に深く感謝

申し上げます。今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 また、１・２年生の皆さんには、先輩たちが築いてきた山川中学校の伝統を受け継ぎ、さ

らに発展させていくことを期待しています。卒業生の姿から学んだことを胸に、それぞれが

次の学年に向けて確かな一歩を踏み出してくれることを願っています。  



学校の様子を紹介します。 

 

 

 

 

１月 27 日（火） 入学説明会 

来春入学予定の小学６年生と保護者の皆さんをお迎え

し、入学説明会を開催しました。説明会では、生徒会役員の

皆さんが、中学校生活の様子を写真を交えて紹介しました。

制服や体操服の紹介では、役員さんが自らモデルとなって

着こなしを披露しました。 

１月下旬 ふるさと学習の発表会（１年生） 

１年生は、２学期から継続して取り組んできた「ふるさと

学習」の集大成として、班ごとで発表会を開催しました。発

表に向けて、体験したことや調べたことをどう伝えるか、聴

衆を惹きつけるスライド作成やクイズの考案など、試行錯

誤を重ねました。この活動を通して、生徒たちは身近にあり

ながら意外と知らなかった故郷の魅力を再発見することができました。  

２月 19 日（木） 人権教育講演会（２年生） 

「吉野川市怪傑！講師団」の徳山富子先生をお招きし、

「ハンセン病問題を解決するために」という演題で講演会

を実施しました。生徒たちは、ハンセン病に対する偏見の歴

史を知ることで差別の本質を見抜き、解消につなげるため

の行動について考えを深めました。正しい知識を得ること

が差別をなくす第一歩であることを、改めて学ぶ貴重な機

会となりました。 

２月 19 日（木）、20 日（金） 未来の先生から学ぶ（２年生） 

本校は、２日間「徳島教員すだち塾（インターンシップ）」

の研修校として、１名の研修生を迎えました。４月から新し

く教壇に立つ予定のフレッシュな先輩です。２年生との交

流会では、「教師を目指したきっかけ」や自身の経験に基づ

いた「効果的な学習方法」について話を聞きました。生徒た

ちは、自分たちの将来や日々の生活を重ね合わせるように

熱心に聞いていました。 

２月 27 日（金） 中央委員会を旧ＰＣ室で開催 

ＧＩＧＡスクール構想により１人１台端末が普及したこ

とで、役割を終えたデスクトップＰＣが撤去された旧ＰＣ

室の有効活用を目指して、会議室として整備しました。こ

の度、「中央委員会」の会場として初めて使用されました。 


